
熊本学園大学水俣学研究センター
プロジェクト２：水俣・芦北地域の地域再構築モデルの提案

水俣・芦北地域戦略プラットフォーム（PF）
の発足からゼロ・ウェイスト円卓会議へ
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地域戦略PF発足に至るまでの
取り組み

① 水俣市執行部への趣旨説明と提案

② 水俣での市民向け公開講座の開催

③ 様々な個別プロジェクトへの関わり
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公開講座の開催

第１期「地域と福祉を考える」（2005年11月）

第２期「いのちと環境を考える」（200６年1月）

第３期「経済と社会の今を考える」（2006年７月）

第４期「子どもは未来、子どもは地域の宝」
（2007年10月）

第５期「地域力について考える」 （2008年10月）

第６期「つながり 人と人、人と自然、山・川・海のつ

ながりについて考える」（2009年10月）
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個別プロジェクトへの関わり

①食育パートナーシップ事業（2003年～2007年）
連携会議，作業部会，フォーラムなど

②「水俣市健康増進計画」策定事業（2005年～200７
年） 水俣市健康づくり推進協議会

③水俣市社会福祉協議会地域ニーズ調査（2006年～ ）

④水俣に産廃はいらない！市民連合/みんなの会（2006
年～2008年）

⑤水俣教育旅行誘致コンソーシアム（200７年４月～）
⑥第１０回九州環境教育ミーティング（2006年３月）

⑦日本の環境首都コンテスト（2001年～2010年）
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水俣・芦北地域戦略PFの発足

2006年5月
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水俣・芦北地域戦略プラットフォーム

■水俣・芦北地域の多様な生活者・関連機関の
持続的な交流・相互理解・関係性構築の舞台

（ソーシャル・キャピタルの醸成）

■地域の新たな可能性を拓く＜知識・情報＞の
形成・蓄積・発信の舞台
（合意形成・政策提案）

■地域の多様な担い手（社会的アクター）を
育成する舞台

（人材育成：「共に学び・気づき・育ち・変わる」）
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地域戦略プラットフォームの参画者

熊本学園大学
水俣学現地研究センター
知的資源・施設・人的資源

生活者

NPO

農業者

市民グループ

民間事業者

行政機関

教育機関

生協

青年会議所

林業者

漁業者

潤滑油
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地域戦略プラットフォームのめざすもの

その１：持続可能な水俣・芦北地域の実現

地域経済 社会的公正

３つの側面からの持続可能性の追求

農的生活

社会的経済/社会的企業

公平/公正

自然共生

ソーシャル
インクルージョン

都市農村交流

雇用

生活文化

資源循環

格差

環境
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地域経済 社会的公正

環境

持続可能な水俣・芦北の実現に向けて、
今、求められているもの

自然資本

制度資本社会資本

社会関係資本 水俣病被害の全容解明

丌知火海における
水銀汚染の全体像把握

被害補償と生活支援

水俣の資源を活かした
社会的経済の活性化

水俣50年の教訓を生かした
地域再構築モデルの提案

これからの水俣を担う
人材育成MORC

プロジェクト２

MORC
プロジェクト１

偏見や差別の解消
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地域経済 社会的公正

農的生活

社会的経済/社会的企業

公平/公正

自然共生

ソーシャル
インクルージョン

都市農村交流

雇用

生活文化

資源循環

格差

環境

「負の遺産」をベースした多様な取り組み

反農連

村丸ごと生活博物館 石けん工場

公害サークル
教育旅行プラニング

相思社

ガイア水俣エコタウン
ほたるの家

ほっとはうす

ごみ減量女性連絡会議

「潤滑油」としての「水俣学現地研究センター」

社会福祉協議会

環境マイスター
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地域戦略プラットフォームのめざすもの

その２：新たな公共空間の創造

営利
セクター

民間事業者

パブリック
セクター

行政機関

非営利
セクター

個人・NPO・自治会

多様な個人・NPO・関連機関の
参画・協働による地域の運営

ソーシャル・ガバナンス

手段としての協働/パートナーシップ

企業組合
エコネットみなまた

エコタウン
田中商店

福田農園 水俣教育旅行
プラニング

水俣市

県地域振興局

JAあしきた

愛林館

水俣芦北
公害サークル

頭石村丸ごと
博物館

環境マイスター
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社会関係資本と新たな公共空間

新たな公共空間における
活発な活動・事業の展開

人的資本
専門家/社会的市民

社会関係資本
信頼・互酬・ネットワーク

社会資本
道路・電気・水道

制度資本
教育・司法・医療

自然資本
水・大気・土壌

課題解決型
NPO

社会的企業
コミュニティ型

NPO

社会的共通資本

行政
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水俣・芦北
地域戦略プラットフォーム

～地域戦略の提案までの道筋～
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２００５年８月水俣市浜町に開設された
水俣学現地研究センター
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２F 会議室
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課題検討会

ヒアリング・情報収集

公開討論会/フォーラム

地域戦略の提案
アクションプランの策定

円卓会議の設置

論点の整理

地域戦略の提案までの道筋
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これまでの経過（初年度）

• H18.6.19   第１回課題検討会

“ごみ２２分別とリサイクル”

• H18.8.21  第2回課題検討会

“廃棄物の削減と発生抑制”

• H18.10.16 第3回課題検討会

“公害学習/環境学習の現状と課題”

• H19.1.22 第４回課題検討会

“公害学習/環境学習の現状と課題”

• H18.3.19 第５回課題検討会

“村丸ごと生活博物館の取り組み”

• H19.4.14 ごみ減量・リサイクル市民フォーラム



プラットフォーム世話人会
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市民フォーラム
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水俣市への提言

20

熊日2007年7月18日 18面



水俣市への５つの提言

「出口（川下）」対
策から「入り口（川
上）」対策へ

⇒３Ｒの優先順位の明
確化

フォアキャスティン
グからバックキャス
ティングへ

⇒めざす姿の共有

廃棄物対策の現状と
課題に関する情報共
有と、継続的な議論
を保証する「場」の
確保

地域（300のステー
ション）に固有な
ニーズ/課題と成果の
把握

「ゼロ・ウェイスト
宣言」の採択による

他都市との連携

21



ゼロウェイスト円卓会議の設置
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情報共有と、継続的な議論を
保証する「場」の確保
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円卓会議のイメージ

学生のアイデア
（インタビュー）

円卓会議
（交通・観光・自然保護・エネルギー・廃棄物）

持続可能な芦北・水俣地域の再構築を
見据えた合意形成と政策提案

子どものアイデア
（インタビュー）

高齢者のアイデア
（インタビュー）

行政
ＮＰＯ 事業者

研究者

■すべての個人・グループ・セクター間の情報共有、相
互交流、議論を出発点に
→それぞれの主体はパズルの一つひとつのピース

■議論の結果を分かち合い，問題点を共有しつつ共に行
動する

ポイントは？

??? 市民



ゼロウェイスト円卓会議のメンバー

■ごみ減量女性連絡会議
■水俣市婦人会
■リサイクル推進委員会
■NPO法人・水俣教育旅行プラニング

■地元茶農家/商店街
■企業組合・エコネットみなまた（PF世話人/客員研究員）

■水俣エコタウン協議会（PF世話人/客員研究員）

■熊本学園大学水俣学研究センター（PF世話人/客員研究員）

■水俣市・市会議員

■水俣市環境対策課（PF世話人）/環境クリーンセンター
■水俣市商工観光課
■水俣市環境モデル都市推進課（PF世話人）
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①目的に沿ったふさわしいパートナー（メンバー）を選ぶ

②それぞれのパートナーが自身の特質と弱点を知る手助けを
し、それぞれが主張しやすく、また成果を得やすい活動の機
会を提供する

③それぞれが必要とする資源と活力の利用を最大化する

④重要な問題を討議することのできる定期的会合、フォーラ
ムを制度的に保障する

⑤目標に達するため各々が批判し合うことを認める対話のメ
カニズムを用意する

⑥力あるパートナー同士の対立の危険を避けるため異なる意
見を調整する能力を持つ

円卓会議を継続・発展させる要因

（アルマンド・モンタナーリ, 2000）



ゼロ・ウェイスト円卓会議
第1回（2008年1月）～第12回（2008年11月）
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情報共有
• 水俣市におけるごみ処理の現状に関する情報共有と、今後の在り方
（生産・流通・消費・廃棄の各側面）についての議論
• 排出量/排出内訳の分析
• ごみ処理経費 → 廃棄物会計
• 燃やすごみの組成分析
• リサイクル率の推移と資源物の行方

「ゼロ・ウェイスト宣言」の策定
• 作業部会の設置（第1回（2009年9月～第5回（2009年11月））
• 「前文」、「水俣がめざすゼロ・ウェイストのすがた」、「ゼロ・
ウェイストのまちづくり水俣宣言」の検討

市民参画によるごみステーション調査
• ステーション予備調査の実施
• 調査マニュアルの策定

リデュース/リユースの取り組み：Rびん、給茶スポット他

その他
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水俣市への５つの提言

「出口（川下）」対
策から「入り口（川
上）」対策へ

⇒３Ｒの優先順位の明
確化

フォアキャスティン
グからバックキャス
ティングへ

⇒めざす姿の共有

廃棄物対策の現状と
課題に関する情報共
有と、継続的な議論
を保証する「場」の
確保

地域（300のステー
ション）に固有な
ニーズ/課題と成果の
把握

「ゼロ・ウェイスト
宣言」の採択による

他都市との連携
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廃棄物に関わる地域に固有な
ニーズ/課題と成果の把握

・３００か所のごみステーションを対象
とした聞き取り調査

・中学校へのヒアリング
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ごみステーション実態調査

31熊日2007年8月7日 21面



２２分別ステーションの状況（2区浜町）

32２００７年８月２日



リサイクル推進委員へのインタビュー
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「子どもが尐ないし、高齢者も多い。」
「人のつながりが最近は薄くなったと思う。」

「分別が難しくて迷う人が多いから、ステーションの現場を離れるこ
とができない。」



リサイクル推進委員へのインタビュー

「ステーションの時間帯（7:00～7:30）は、始まりから終わりまでがコミュ
ニケーション。『どぎゃんしよったな』とお互いに声をかけ合う。」

「『ルール』は、敢えて『ルーズ』にしている」
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自治会長へのインタビュー
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「２２分別は定着したが、ゴミの総量を減らすためにはレベルアップが必要。
どうすれば、もう一段上の取り組みができるか考えないと。」



中学校教員へのインタビュー
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「地域住民からの要請で取組をスタート、環境学習の他、地域貢献
も大きな目的」



中学校教員へのインタビュー

「生徒がステーションに関わることの意義は、『環境学習』よりも、『生活指導』。
地域の人に顔を覚えてもらって、声をかけてもらったり、見守ってもらう」

「分別を通して世代間のコミュニケーションを図る」
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ステーション調査⑤

2009年7月28日

21区 1－①

百間八ノ窪町





６：４６ステーションの近くでごみ出しの準備が始まる



６：５０推進員がコンテナを並べ始める



６：５２コンテナを並べを手伝う人が、青いシートは古紙類の置き場



６：５３ごみ分別が始まる



７：０６

推進員

床屋の
おばさん



７：１９

推進員
床屋の
おばさん

当番

当番

当番

当番



８：００コンテナの片づけ



モデルとしてのゼロ・ウェイスト円卓会議
から生まれた新たな円卓会議

「環境首都」実現の原動力としての円卓会議

47



環境モデル都市推進委員会
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PF客員
研究員

PF客員
研究員



ガバメントからガバナンス
への転換

英国に学ぶ、協働の「しくみ」づくり、
「ひと」づくり、「場」づくり
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行政/専門家依存への脱却から民主主義
のバージョンアップへ
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社会関係資本と新たな公共空間

新たな公共空間における
活発な活動・事業の展開

人的資本
専門家/社会的市民

社会関係資本
信頼・互酬・ネットワーク

社会資本
道路・電気・水道

制度資本
教育・司法・医療

自然資本
水・大気・土壌

課題解決型
NPO

社会的企業
コミュニティ型

NPO

社会的共通資本

行政



英国視察研修
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第1回 2007年2月12日～2月21日
テーマ：英国の自治体におけるパートナーシップのしくみづくり
■Doncaster：Doncaster Metropolitan Borough Council, Doncaster Community 

Recycling Partnership
■Sheffield: Sheffield City Council, Sheffield Community Enterprise 

Development Unit (SCEDU), Key Fund for Social Economy, Groundwork Sheffield, 
Green Estate
■Nottingham: Hill Holt Wood, Attenborough Nature Center (Nottingham Wildlife 

Trust)

第2回 3009年3月10日～3月17日
テーマ：英国シェフィールド市における地域戦略パートナシップと社会的

企業の動向
■Sheffield: Sheffield First, STEP Development Trust, OFFER, Sheffield 

Community Enterprise Development Unit (SCEDU), Green Estate Ltd, STEP 
Development Trust



福祉国家・新自由主義国家から
「第三の道」のガバナンスへ
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福祉国家

新自由主義国家

「第三の道」のガバナンス

市場経済・市民社会

市場経済・市民社会

市場経済・市民社会
政府

政府

政府

相互作用

「小さな政府」

サッチャー/メジャー
政権

ブレア/
ブラウン政権

「ゆりかごから墓場まで」

宮川・山本（2002年）「パブリック・ガバナンスー改革と戦略」

1997年～

1979年～
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英国における協働/パートナーシップを
保障する枠組み

国（政府）*

ＮＰＯセクター
全体

地方自治体

地域のＮＰＯ
セクター

ローカルコンパクト

コンパクト

地域戦略
パートナーシップ

（ＬＳＰ）

*イングランド，スコットランド，

ウェールズのそれぞれの地域で

1998年

2000年

ローカルコンパクト
策定指針*

*2007年の報告書では、「99%の自治
体で策定済み，もしくは、策定中」

自治体

NPO

民間事業者

コミュニティ
グループ

2001年

中央政府
ＥＵ

資金

中間支援組織

ソーシャル
エンタープライズ

警察
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地域経済 社会的公正

環境

持続可能な水俣・芦北の実現に向けて、
今、求められているもの

自然資本

制度資本社会資本

社会関係資本 水俣病被害の全容解明

丌知火海における
水銀汚染の全体像把握

被害補償と生活支援

水俣の資源を活かした
社会的経済の活性化

水俣50年の教訓を生かした
地域再構築モデルの提案

これからの水俣を担う
人材育成MORC

プロジェクト２

MORC
プロジェクト１

偏見や差別の解消


